
（8）平成３０年（２０１８年）７月３０日 No.209町田市議会だより

この広報紙は、１１７，３７６部作成し、１部当たりの単価は１２円です。（職員人件費を含みます。）

　目の不自由な方のために、
点字と声（カセットテープ版、
デイジー版）の「町田市議会
だより」を発行しています。ご
希望の方は、議会事務局調査
法制係（☎０４２－７２４－４０４９）
までお申し込みください。

平
成
３０
年
７
月
豪
雨
（
西

日
本
豪
雨
）
被
害
に
対

す
る
災
害
義
援
金

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
さ
ら
な
る

普
及
推
進
を
求
め
る
意
見
書

「
議
会
改
革
度
調
査
」で

８
年
連
続
、
都
内
１
位

相
模
原
市
議
会
議
員
と

議
員
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た

議
員
の
寄
附
行
為
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

議
会
で
の
夏
期

軽
装
に
つ
い
て

旧
優
生
保
護
法
に
よ
る
不
妊

手
術
の
被
害
者
救
済
を
求
め

る
意
見
書

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

報
酬
改
定
に
伴
い
「
子
ど
も

の
支
援
の
必
要
性
」
に
基
づ

く
公
正
な
再
判
定
を
行
う
よ

う
通
知
を
出
す
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
報
酬

請
求
で
き
る
よ
う
対
応
を
求

め
る
意
見
書

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
法
第
２５
条
第
４
項
「
家
賃

の
減
免
」
実
施
と
居
住
者
合

意
の「
団
地
別
整
備
方
針
書
」

策
定
に
関
す
る
意
見
書

　

外
見
か
ら
は
容
易
に
判
断
が
難

し
い
ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
が
、
周

囲
に
援
助
や
配
慮
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
に
、
①
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
事
業
な
ど

自
治
体
が
行
う
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
及

び
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
や
促
進

の
取
り
組
み
に
対
し
て
の
財
政
的

な
支
援
を
今
後
も
充
実
さ
せ
る
こ

と
。
②
関
係
省
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
公
共
広
告
の
活
用
な
ど
、
国

民
に
さ
ら
な
る
情
報
提
供
や
普
及
、

理
解
促
進
を
図
る
こ
と
。
③
鉄
道

事
業
者
な
ど
自
治
体
を
越
境
し
て

い
る
公
共
交
通
機
関
で
は
、
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
導
入
の
連
携
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
今
後
は
ス
ム

ー
ズ
な
導
入
が
図
れ
る
よ
う
に
国

と
し
て
の
指
針
を
示
す
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

昭
和
２３
年
に
施
行
さ
れ
た
旧
優

生
保
護
法
は
、
知
的
障
が
い
や
精

神
疾
患
を
理
由
に
本
人
の
同
意
が

な
く
て
も
不
妊
手
術
を
認
め
て
い

た
。
同
法
は
平
成
８
年
に
障
が
い

者
差
別
に
該
当
す
る
条
文
を
削
除

し
て
母
体
保
護
法
に
改
正
さ
れ
た
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
旧
法
の
も
と

で
本
人
の
同
意
な
し
に
不
妊
手
術

を
施
さ
れ
た
の
は
１
万
６
４
７
５

人
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
本
人
の

意
思
に
反
し
て
手
術
が
施
さ
れ
た

と
す
れ
ば
、
人
権
上
問
題
が
あ
る
。

関
係
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
国
は
速
や
か
に
実
態

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
的
確
な

救
済
措
置
を
一
刻
も
早
く
講
じ
る

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
報

酬
改
定
に
よ
り
、
事
業
所
の
区
分

を
分
け
る
た
め
、
区
市
町
村
が
通

所
す
る
障
が
い
児
の
「
支
援
の
必

要
性
」
を
判
定
し
た
。
こ
の
判
定

が
事
業
所
存
続
に
混
乱
を
招
い
て

い
る
。
町
田
市
議
会
は
、
厚
労
省

が
区
市
町
村
に
対
し
て
、
報
酬
改

定
に
伴
い
「
子
ど
も
の
支
援
の
必

要
性
」
に
基
づ
く
公
正
な
再
判
定

を
行
う
よ
う
通
知
を
出
す
と
と
も

に
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
４
月

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
報
酬
請
求
で
き

る
よ
う
対
応
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
４
件
宛
て

　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
市
場
家
賃
を

原
則
と
し
な
が
ら
、
機
構
法
上
、

そ
の
公
共
的
使
命
か
ら
第
２５
条
第

４
項
に
、
家
賃
の
支
払
い
が
困
難

な
場
合
に
は
減
免
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

１　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
、
公
営
住

宅
入
居
基
準
の
収
入
に
準
じ
る
低

額
所
得
世
帯
に
対
し
、
機
構
法
第

２５
条
第
４
項
の
家
賃
を
減
免
す
る

条
項
を
適
用
す
る
こ
と
。

２　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
は
、
「
団
地

別
整
備
方
針
書
」
の
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
町
田
市
を
含
む
居
住
者

自
治
会
と
十
分
に
話
し
合
い
、
三

者
合
意
を
得
る
こ
と
。

　

市
議
会
は
以
上
を
強
く
求
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
５
件
宛
て

　

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
、
町
田
市
議
会
は
８
年
連
続
東

京
都
内
１
位
、
全
国
で
は
１０
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
研
究
所
が
、
全
国
の
都
道

府
県
お
よ
び
市
区
町
村
の
１
３
１

８
議
会
を
対
象
に
行
っ
た
議
会
改

革
度
調
査
に
よ
る
も
の
で
す
が
、

今
年
も
都
内
１
位
に
な
っ
た
大
き

な
理
由
は
、
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
「
高
校
生
と
町
田

市
議
会
議
員
の
意
見
交
換
会
」
の

開
催
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

こ
の
意
見
交
換
会
は
初
め
て
の
試

み
で
、
平
成
２９
年
１１
月
１１
日
に
開

催
し
、
高
校
生
１１
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
議
員
も
議
会
だ
よ
り
編
集

小
委
員
会
の
５
名
が
出
席
し
、
３

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
出
席
し

た
高
校
生
が
一
番
関
心
の
あ
る
内

容
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
高
校
生

全
員
か
ら
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と

い
う
評
価
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、
小
・
中
学
生
と
勉

強
会
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
中
学

生
と
は
、
中
学
生
の
職
場
体
験
時

に
延
べ
３７
人
と
地
方
議
会
の
運
営

に
つ
い
て
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
小
学
生
と
は
、
１
７
０
０
人

に
も
お
よ
ぶ
児
童
に
町
田
市
議
会

本
会
議
場
の
議
員
席
に
座
っ
て
も

ら
い
、
町
田
市
議
会
に
つ
い
て
知

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

３
つ
目
は
、
市
民
団
体
と
の
懇

談
会
を
各
常
任
委
員
会
が
行
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
昨
年
度
も
障
が

い
者
福
祉
団
体
等
４
団
体
と
懇
談

会
を
行
い
、
各
団
体
の
現
状
や
問

題
点
等
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
小
・
中
・
高
校
生
あ

る
い
は
市
民
団
体
と
意
見
交
換
を

行
い
、
貴
重
な
市
民
の
意
見
を
市

政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
努
力
を
一

生
懸
命
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
豪
雨
で
は
、
西
日

本
を
中
心
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た

皆
様
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
７
月
２７
日
に
町
田
市
議
会
議
員

一
同
は
、
災
害
義
援
金
と
し
て
、

３６
万
円
を
全
国
市
議
会
議
長
会
に

送
金
し
ま
し
た
。

　

平
成
３０
年
度
東
京
都
市
議
会
議

長
会
の
引
き
継
ぎ
式
を
行
い
ま
し

た
。
４
月
２３
日
に
、
前
会
長
市
の

調
布
市
議
会
か
ら
事
務
引
き
継
ぎ

を
受
け
、
町
田
市
議
会
が
平
成
３０

年
度
の
東
京
都
市
議
会
議
長
会
の

会
長
市
に
な
り
ま
し
た
。

　
５
月
１０
日
に
両
市
議
会
議
員
が

参
集
し
、
議
員
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
町
田
市
議
会
と
相
模
原

市
議
会
で
は
、
業
務
核
都
市
の
指

定
を
契
機
に
、
平
成
１３
年
度
か
ら

連
携
を
深
め
、
相
互
の
広
域
連
携

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
、

視
察
研
修
を
中
心
と
し
た
議
員
交

流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
１８
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、

昨
年
１１
月
２１
日
に
移
転
開
署
し
た

町
田
消
防
署
を
視
察
し
ま
し
た
。

広
い
敷
地
に
、
免
震
装
置
・
屋
上

ヘ
リ
サ
イ
ン
及
び
１
０
０
ト
ン
の

防
火
水
槽
を
建
物
に
有
し
、
震
災

時
の
万
全
な
防
災
機
能
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は

消
防
隊
と
消
防
団
が
連
携
し
て
訓

練
が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
や
市
民
が

利
用
で
き
る
充
実
し
た
訓
練
施
設

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
消
防
署
長

か
ら
相
模
原
消
防
署
と
の
相
互
の

応
援
態
勢
を
含
め
説
明
を
お
聞
き

し
た
後
、
署
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
野
津
田
公
園
、
町
田
薬

師
池
公
園
四
季
彩
の
杜
で
は
、
今

後
の
整
備
計
画
の
説
明
と
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　

議
員
交
流
会
で
は
、
両
地
域
を

さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
議
員

相
互
の
情
報
交
換
と
と
も
に
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
市
議
会
議
員
が
と
も
に
協
力
し

合
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い

く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認

識
が
、
改
め
て
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
田
市
議
会
で
は
、
「
議
員
の

政
治
活
動
に
お
け
る
虚
礼
廃
止
に

関
す
る
決
議
」
に
基
づ
き
、
公
職

選
挙
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

す
べ
て
に
わ
た
り
清
潔
な
政
治
活

動
を
行
う
こ
と
に
よ
り
市
民
の
信

託
に
応
え
る
た
め
、
虚
礼
廃
止
に

関
す
る
要
綱
を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

公
職
選
挙
法
で
は
、
政
治
家
が

選
挙
区
内
の
人
や
団
体
に
お
金
や

物
を
贈
る
こ
と
は
時
期
や
理
由
を

問
わ
ず
禁
止
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

有
権
者
が
政
治
家
に
対
し
寄
附
を

求
め
る
こ
と
も
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　

お
祭
り
や
地
域
の
行
事
等
へ
の

寄
附
や
飲
食
物
等
の
差
し
入
れ
な

ど
も
該
当
し
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
会
費
が
必
要

と
さ
れ
る
催
し
物
や
実
費
が
伴
う

行
事
等
に
ご
案
内
い
た
だ
く
場
合

は
、
会
費
（
他
の
参
加
者
と
同
等

額
）
を
必
ず
明
示
し
て
議
員
に
ご

通
知
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
田
市
議
会
で
は
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
対
策
と
し
て
、
５
月
１
日
か
ら

１０
月
３１
日
ま
で
軽
装
で
議
会
運
営

を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ご
理
解
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町
田
市
議
会
議
員
の
政
治
活
動
に
お
け
る
虚
礼
廃
止
に
関
す
る
要
綱

平
成
元
年
１２
月
１
日
制
定　
平
成
２
年
２
月
１
日
改
正

　
こ
の
要
綱
は
、
「
町
田
市
議
会
議
員
の
政
治
活
動
に
お
け
る
虚
礼
廃
止
に
関
す
る
決
議
」
に
基

づ
き
、
公
職
選
挙
法
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
に
わ
た
り
清
潔
な
政
治
活
動
を
行
う
こ

と
に
よ
り
市
民
の
信
託
に
応
え
る
た
め
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記　

１
、
企
業
・
団
体
か
ら
の
金
品
等
の
寄
附
は
受
け
な
い
。

２
、
資
金
集
め
を
目
的
と
し
た
パ
ー
テ
ィ
ー
・
事
業
等
は
行
わ
な
い
。

３
、�
町
内
会
・
自
治
会
、
そ
の
他
市
の
財
政
援
助
団
体
並
び
に
公
的
行
事
へ
の
金
品
等
の
提
供

及
び
祝
電
・
弔
電
は
行
わ
な
い
。

４
、
新
聞
等
へ
の
個
人
名
刺
広
告
の
掲
載
は
行
わ
な
い
。

５
、�

答
礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、
寒
中
見
舞
状
、
暑
中
見
舞
状
そ
の

他
こ
れ
に
類
す
る
あ
い
さ
つ
状（
電
報
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
含
む
。）は
廃
止
す
る
。

　
　
附　
　
則

　
こ
の
要
綱
は
、
平
成
元
年
１２
月
１
日
か
ら
適
用
す
る
。

議
員
提
出
議
案

意
見
書（
要
旨
）

本
定
例
会
で
は
意
見
書
４
件
を
可
決

し
、
議
長
名
で
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し

ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
３０
年
度

東
京
都
市
議
会
議
長
会
の

引
き
継
ぎ
式若林新会長（左）と田中前会長（右）

町田消防署内の訓練施設

６ 月 ◎
６
月
定
例
会
の
日
程

２９
㊎

２２
㊎

２１
㊍

２０
㊌

１９
㊋

１８
㊊

１５
㊎

１４
㊍

１３
㊌

１２
㊋

８
㊎

７
㊍ 日

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
）

常
任
委
員
会

（
総
務
・
健
康
福
祉
）

常
任
委
員
会

（
文
教
社
会
・
建
設
）

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

本
会
議

議
案
説
明
会

本
会
議

議
会
運
営
委
員
会

常
任
委
員
会

（
健
康
福
祉・文
教
社
会
）

内
　
　
容

１８ ９ １９ １２ ２６ ３４ １２ ３２ １２ ９ 傍聴者数：１８３名


